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除雪現場の効率化に向けた

の取組について



H28年度に、北海道におけるi-Constructionの取組として、除雪現場の省力化に向けたプラットフォー
ム【 】を発足、産学官民が幅広く連携して取り組みを実施。

のこれまでの取組

準天頂衛星
「みちびき」

によるガイダンス
システム

＋
周辺探知技術

による安全対策等

• 車両運転
• 作業装置操作
• 自車位置の把握
• 安全確認（他車両、
前方障害物）

• 車両運転
• 作業装置操作
• 自車位置の把握
• 安全確認(他車両、
前方障害物)

２名乗車体制 １名乗車体制

▼省力化のイメージ

熟練オペレータ
による作業装置

操作等
＋

助手による
安全確認

▼i-Snowの活動イメージ
機械・機器関係及び
除雪関係 企業・団体

除雪現場の省力化による生産性
・安全性向上の実現

除雪現場の省力化による生産性・安全性の向上に関する取組

プラットフォーム

•除雪機械の技術動向
•自動車全般の技術動向
•除雪現場へ応用できる技術動向
•除雪現場の実態、課題

•最新技術及び
有効技術動向、評価

•学問・研究としての除雪

道路管理者

•地域、気象、道路構造等に
応じた道路管理方法

•最新技術動向を踏まえた除
雪現場の省力化への取組

地域住民等

技術協力、
技術開発

産

民

官

技術指導、
評価

現場ニーズ、
フィールド提供

現場ニーズ、
実証実験協力

ユーザーニーズ、
ボランティア

•地域特性
•ピンポイント・リアル
タイム情報

有識者、研究機関学

▼i-Snow取組のロードマップ
平成29年度～令和２年度

・機械操作･運転の自動化に
より、人口減少や高齢化が
進む中でも、冬期道路交通
の確保に不可欠な除雪サー
ビスを維持

・吹雪時の映像鮮明化技術
の活用により、除雪作業の
継続が可能となり、天候回
復後速やかに通行再開が可
能となることで、通行止め
時間を短縮

目指す姿

i-Snow
発 足

平成28年度 令和６年度以降令和３年度 令和４年度 令和５年度

【機械操作の自動化（ロータリ除雪車）】
実証実験<知床峠・狩勝峠>
（投雪作業自動制御・「みちびき」不感地帯対策 等）

実働配備拡大・課題の改善検討実働配備開始
<知床峠>

実働配備拡大
<高規格道路等>

【吹雪時の車両運転支援】H30～
吹雪時の映像鮮明化技術の調査
・検討、実証実験（石狩地区）

実働配備拡大実働配備開始
<全道各開建>

【自動操作対象機械拡大検討】
除雪トラック等の自動制御検討



「 深川･留萌自動車道」
（高規格道路）で投雪作業を実施

「 深川･留萌自動車道」
（高規格道路）で投雪作業を実施

令和５年度は「 深川･留萌自動車道」と
国道334号「知床峠」に追加配備（合計3台）

最新技術の実働配備 【拡大】

▼令和5年3月に国道334号知床峠の冬期通行止め
区間（L=10.4km）から、自動投雪を開始

「 深川･留萌自動車道」 （2.2m級）
(R5) 1台配備（深川側）

国道334号「知床峠」（2.6m級）
(R4) 1台配備済み（斜里側）
(R5) 1台追加配備（羅臼側）

『除雪装置自動制御付』ロータリ除雪車（2.2m級）『除雪装置自動制御付』ロータリ除雪車（2.2m級）
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出典：地理院地図



○国道334号 知床峠 (斜里側)において、令和４年度から『除雪装置自動制御付』ロータリ除雪車を実働
配備し、自動投雪を開始。令和５年度は国道334号 知床峠(羅臼側)に追加配備。

○春山除雪で除雪装置自動制御を活用し、自車位置や道路線形を把握したうえでワンマンオペレータに
よる除雪作業を実現。冬期通行止区間において令和６年３月１１日から自動投雪を実施中。

『除雪装置自動制御付』ロータリ除雪車【追加配備】

▼国道334号 知床峠(羅臼側)に追加配備

ガイダンス画面

車内の状況

･冬期通行止区間で自動投雪を実現
･春山除雪時の自車位置や道路線形を把握

▲Ｒ334 知床峠(羅臼側) 自動投雪の状況

▼従来の冬期通行止区間
（R334知床峠）春山除雪

準天頂衛星
「みちびき」

①除雪開始前にGPS
で除雪ルート上に人
力で目印を設置

②熟練オペレータが
バックホウで啓開除
雪を実施

③道路施設位置、沿道状況を熟
知した熟練オペレータによる啓
開除雪と路側への投雪作業

卓越した熟練技術を
最新技術でフォロー

（３）安全確認
ミリ波レーダやステレ
オカメラ等で前方障害
物を検知

▼省力化のイメージ

自車位置と地図データの
マッチングにより

【ロータリ除雪車】
（２）作業装置操作の自動化

投雪操作の自動制御化

（４）車両運転
省力化(操舵・加減速)

（１）自車位置の把握
高精度の衛星測位情報
による自車位置情報

道路施設位置や投雪禁
止区間などを反映した
3Dマップの構築



○ 深川・留萌自動車道において準天頂衛星「みちびき」の受信が良好な時間帯は、自車と道路附
属物の位置関係を画面上で把握可能なガイダンスシステムを利用して除雪作業を実施。

○令和６年度以降の プラットフォームにおいて課題解決に向けた検討を実施し、除雪装置自
動制御による「ワンオペ除雪」に向けた実証を推進。

▼ 深川・留萌自動車道で実働開始
道路附属物の多い高規格道路において

ガイダンスを活用し投雪作業を支援

『除雪装置自動制御付』ロータリ除雪車【追加配備】

集水ます

シュート伸縮
シュート旋回
キャップ開閉

ガイダンス画面

車内の状況
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深川･留萌道では一部時間帯において、準天頂衛星「み
ちびき」の自車位置把握が困難な時間帯を確認。

一般交通のある深川･留萌道では除雪しない時間帯を設
定できないため、除雪作業を行うすべての時間帯で『除
雪装置自動制御』を行うことが困難であった。
※知床峠でも同様に自車位置が困難な時間帯があるが、休憩時間に当て

るなど除雪作業に影響のないよう対応。

▲ガイダンスシステム活用状況

▲ガイダンスシステムを活用し防雪柵を回避した除雪状況

▼高規格道路の道路付属物配置状況


